
1号様式 (第11条、第13条、第14条関係)

クタク

にあつては、名称及

1並鉄工株式会社 代 表取締役 )|1並宏造

事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書 ①
, 変 動

ぁっては、主たる

市南区東九条西山町 10番 地

1 8粂第1】 18 2項 の 出 しま
V

特定事業者の

主たる業種
金属を工作機械で切肖助『工して産業機械の部品を製造している

該当する事業
者要件

E京 都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギ
ー使用事業者 (原油に換

算して1,500キロリットル以上))

「賓譜案安硝滉翌十七Sあつ深舞編品智観世分象鏑
は第3号該当事業者(大規模運送事業者(トラック
両150両以上)

に 京都府地球温暖化対策条例施行規則第 10条 第4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出

事業者 (二酸化炭素に決算して3,000トン以上))       _

計 画 期 間 平成 18 年  4 月 平成 20年 3 月

基 本 方 針 エネルギ
ー消費効率の改善・廃薬物り:出との削減・金属製品の切削加工に係わる全ての生産又は消費活動、製品又はサ

ービス

が環境に与える影響を低減するために環境マネ
ージメントシステム活動を推進して地球環境との認和を目指します。

推 進 体 制 環境管理委員長を中心としてKES活 動の
一環とし取り組む

年度ごとの具
体的な取網及
び措置

年 度 設槍、対象、エ

工場
工場南側のヨンクリやスレートの牽面を断無材で技い夏手の太陽光によるヒ

ートアッブと冬手の疎問

風を遊断して曖冷房機の使用時間を使用期間中は2時 間′日短結させる。

工場
市役、連携ごとに家家に行われる工努扉瞬閉を自動でしかも瞬時に行い、工部内冷暖房熱の戸外への

流出を少なくし暖冷房機の使用時間を使用期間中は2時間′日短箱させる。

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

基準年度 (実績)
(17)年 度

(二酸化炭繁強算 (t))

目標年度 (計画)
(19)年 度

く二酸化炭業換算 〈t))

肖J胡誠平
(計画)
(%〕

A事 業所等排出区分 99 838 t 98 323         t -15 %

B輸 送車両排出区分 O t 0 t 00 %

cそ の他排出区分 O t 0 0,0 %

排出合計 1               99 838 t ■2              98 323 t -1.5 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 ( 口 )

(二酸化炭栄換算 (t)

森林の保全及び整 く鑑偽面積) ha (吸収二) t

府内産の木材の利用 〈利用畳) In3 (苫J滅■) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電■) kwll 〈削減重) t

(熱供給■) C」 く削減よ) t

グリーン電力の購入 (購入量) | kwh 〈削減■) t

削減量等合計 3          0.O t

差引排出量

(排出合計一削減害合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)

■1               99.838 t 卜21-〈ゆ          98 323 t 1.5%

特 記 事 項

担  当   部   暑

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号

連  絡  先

注 1該 当する日には、レ印を記入してください。特定事業者以外で自主密力Dされる事業者の方は、レ印の記入は不要です。

2「 基準年度どとは計画期的の前年度を、 「目標年度Jと は計画期間の最終年度をいいます。

3ど憲育雷筋警建曇傘義彗店ち蚕習ほ程渇芳拳露病8琶書察憩需偽を得言奎告済扉召隼呂憶畳場費多安を母震建暑翼暑たちv幣苦演署撃営房場と
阿ヌは旅客草面の排出する温童効果ノスを、 「そのに排出区分Jと は、上記以外の京都府内における手業所等の客栄活動に伴い発生する退豊初

果メスをいいます。


